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	さぎそう学舎 世田谷区立八幡小学校 学校だより
	◆◆◆他者とのかかわりを大切に共に学び続ける学校◆◆◆
	2026
	校 長      阪田　敦子　　
	　校庭の木々も少しずつ色づき、秋の深まりを感じる季節となりました。
	　学芸会では、多くの皆様に子どもたちの姿をご覧いただき、温かい拍手と励ましをいただきました。また保護者の皆様には準備にも多くのご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。
	　八幡小学校では、「一人一人が主役」です。子どもたちは「やってみたい」「挑戦してみたい」という思いを大切にし、自ら考え、仲間と力を合わせながら学びを深めています。学芸会に向けて、子どもたちは限られた時間の中で、友達と対話を重ねながら「自分たちの表現」を工夫し、一つの作品を創り上げてきました。本番では、堂々と演じる姿だけでなく、自分の役割に責任をもって取り組む姿や仲間を支える姿など、一人一人の成長と輝きを見ることができました。
	　学芸会の教育的価値は、本番の発表だけにあるのではありません。どのようにすれば、自分たちの「やってみたいこと」が実現するのか、また「自分たちの思い」が伝わるのかを考え、互いの意見を認め合いながらよりよいものを目指して取り組む、その過程にも大きな学びがあります。成功もうまくいかないことも受け止めながら、前を向いて踏み出し、最後までやり遂げた経験は、子どもたちの自信となり、次の挑戦への力となると考えます。また、一人一人異なる「よさ」や「得意なこと」を認め合い、生かしながら活躍する子どもたちの姿は、本校が目指す、他者とのかかわりを大切に共に学び続ける姿そのものでした。こうした経験が、自ら課題を見付け、仲間と協働しながら未来を切り拓いていく力へとつながっていくと信じています。
	　これからも八幡小学校は、一人一人の「好き」や「得意」を大切にしながら、主体的に学び、挑戦し続ける子どもたちを育んでまいります。そして、一人一人が自分らしく輝き、これからの社会の創り手として成長していけるよう、教職員一同力を合わせて教育活動を進めてまいります。引き続き、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
	受賞コメント


	今月の目標
	「なかよく取り組もう」
	生活指導主任　
	　「舞台のその場所に立つとさ、後ろの人が見えなくなるから…。」「でも、場所をここにしないと、慌てて来た感じが出ないし。」「でもさ、それだと次に出てくる役の邪魔になっちゃうよ。」学芸会の練習の一コマです。みんな真剣そのもの。「笑顔で話していないから、けんかをしているのでは？」と、事情を知らない小さい子なら勘違いしそうな場面です。さて、みんなは「仲良く」取り組んでいるのでしょうか。私は、お互い言葉遣いに気を付けていれば、「仲良く」取り組んでいる姿だと思います。「仲が良い」とは、相手の考え方や感じ方を尊重し、時には意見の違いを話し合いながら、お互いに気持ちよく過ごせる関係のことです。相手が嫌がることをしないのはもちろん、「どうしたら相手も気持ちよく、納得して活動できるかな」と考えて行動することがポイントです。大切なのは、自分と相手の考えや意見が違っていても、相手を否定したり拒絶したりするのではなく、「そういう考え方もあるのだな」と受け止めることです。
	　11月は２学期の「ふれあい月間」です。悪口や暴言、嫌がらせ、無視も「いじめ」です。本当の「仲良し」は、優しい言葉遣いと相手を思いやる心から生まれます。遊びや学習の中で、学校内の全員が安心して自分を出せる学校・学級をつくっていきましょう。八幡小学校の「ふれあい月間」についてのご質問や、お子さんの様子でご心配なことは、いつでも各学年チームの先生やスクールカウンセラー、生活指導主任までお尋ねください。☎３７２１－８９９１


	学年のお知らせ
	〇連絡帳ノートについて
	○あさがおのリース作りについて
	〇算数「かけ算九九」について
	○サツマイモのリース作りについて
	〇国語・算数　教科書について
	○11月19日(木)九品仏の浄真寺見学について🍁
	〇今年度最後の水泳教室について
	〇11月からの時程について
	◆１・２年の遠足について
	　遠足の日程が11月26日（木）、雨天時12月7日（月）になりました。よろしくお願いします。行先は「林試の森公園」です。電車に乗って行きます。集団行動のマナーを守り、楽しい遠足になるように、これから準備を進めていきます。持ち物等、詳しい内容は、後日配布する「遠足のしおり」をご確認ください。
	◯学芸会について
	　4年生みんなでアイディアを出し合い、セリフの言い方や動きを工夫したり、気持ちを合わせて歌を歌ったりと、表現力が磨かれた学芸会となりました。衣装や小道具の準備の際は、ご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。

	〇社会科見学の日程変更のお知らせ
	　12月に予定していた社会科見学ですが、3学期に実施に変更となります。詳細の日時に関しては、また後日お知らせします。
	〇教科書　上巻の扱いについて
	　10月から、国語、算数の下巻の教科書を授業で使用しています。授業では上巻は基本的には使用しませんが、年度末には1年間の復習を行う予定です。お子さんが上巻を持ち帰った際、今年度中はご家庭で保管をお願いします。 　


	〇アルバム個人写真撮影について
	　卒業アルバムの個人写真の撮影を、11月13日（金）の午前中に行います。目が前髪で隠れるなどしないよう、あらかじめご家庭で確認をお願いします。

	〇中学進学に伴う
	　　　資料のやりとりについて
	　中学受験の際に、学校によっては調査書などを必要とする場合があります。個人情報が含まれるものになりますので、書類の依頼や受け取りについては、教員と保護者でやり取りを行います。受け渡しの日時などは連絡帳などでお知らせください。
	　また、11月の中旬頃に、中学進学にかかわる調査用紙と、卒業証書作成のための氏名確認用紙を配布いたします。受験の有無に関わらず、記入と提出をお願いいたします。

	〇学習ノートについて
	　１学期に一括購入した学習用ノートが教科によっては、使い終わった児童が増えてきました。2冊目以降のノートも今使っているノートと同様（国語以外の教科は5mm方眼リーダー入り、国語ノートは15行リーダー入り）の物をご用意ください。

	〇八幡中学校部活動体験
	　日時：11月6日（金）
	　　　　13：40〜14：45
	下校は15：10頃を予定しています。持ち物は、お子さんが体験する部活動によって異なりますので、10月16日に配信されたすぐーるをご確認ください。
	※相談日について
	11月30日（月）12月1日（火）3日（木）4日（金）の4日間に、希望制で実施します。
	詳細は、別途すぐーる配信されたお便りをご確認ください。

	令和8年度　学芸会「協力し合い、絆を深める　みんなが主役の学芸会」
	学芸的行事委員長　　
	　10月30日（金）・31日（土）に学芸会が開催されました。今年度は、各学年子どもたちがやってみたいことを話し合うところからスタートし、アイディアを出し合い、練習を進めてきました。6年生の学芸会実行委員を中心に作成したスローガンは、「協力し合い、絆を深める　みんなが主役の学芸会」でした。これは、八幡小学校の全クラスから大切にしたい言葉を募集し、実行委員がまとめたものです。子どもたちはこのスローガンを意識し、学芸会を創り上げてきました。また、学芸会実行委員からの発信で、児童鑑賞日の全校合唱や各学年への賞の贈呈、鑑賞後の学年同士の「いいね見つけ」なども行いました。
	　本番では、スローガンにもあるように、みんなが主役の学芸会になりました。自分ができることを精一杯頑張り、より良い発表になるように創意工夫を積み重ね、協力し合ったからこそ、素晴らしい学芸会になりました。発表を完成させるまでには、各学年うまくいかないことや壁にぶつかることもありましたが、みんなで考えて、力を合わせて頑張った後の子どもたちの表情は、とても満足そうでした。みんなで創りあげた学芸会、ぜひご家庭でも子どもたちの頑張りを認めていただけたらと思います。ご鑑賞ありがとうございました。


	八幡小　フォトコンテスト
	フォトコンテスト担当　　
	　10月19日（月）に八幡小フォトコンテストの表彰を行いました。この行事は、児童が八幡小への関心を高めるとともに、自ら校内・外に向けて魅力を広めるために新しく実施しました。今回は、「八幡ファームのすてき　夏」をテーマに募集し、約40点の応募がありました。応募された中から、学年賞各学年1点、優秀賞1点を校長先生や担任の先生、ファーム担当の先生で話し合って決めました。
	　入選した作品は、相談室横のホワイトボードに展示していますので、ぜひご覧ください。また、ロイロノートの「みんなのロイロ」で児童にも送っていますので、お子さんのタブレットからご覧いただけます。
	優秀賞　4年2組　　飯尾　灯 さんの作品　タイトル「青空の下で  はねやすめ」

	校内研究より
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究主任　　
	　本校は、今年度、世田谷区教育委員会研究指定校として、「子どもの非認知能力を育む学級経営 ～チーム担任制を通して～」を研究主題に掲げ、子どもたちの豊かな成長を目指して校内研究に取り組んでいます。非認知能力とは、学力だけではなく、自分のよさを認める力、自ら考えて行動する力、気持ちを上手に調整する力などのことです。 本校では、特に「自己肯定感」「主体性」「感情制御能力」の育成を大切にしています。研究では、３つの視点を柱に取組を進めています。一つ目は、チーム担任制を生かした多面的な児童理解です。複数の教員が子どもたちの様子や成長を共有し、それぞれのよさや頑張りを認め、組織的に支援することで、自分に自信をもち、安心して学校生活を送れるようにします。二つ目は、授業を通した育成です。ペアやグループでの話合い、自分で考えて選ぶ場面、学習の振り返りなどを取り入れ、自分の考えをもち、友達と協力しながら主体的に学ぶ力を育てます。三つ目は、学校行事や学級活動を通した育成です。学級会や係活動、委員会活動、異学年交流などを通して、一人一人が役割を果たす喜びや、仲間と協力するよさを実感できるようにします。また、活動を振り返ることで、自分の成長に気付き、気持ちを切り替える力も育んでいきます。 これらの取組を通して、
	子どもたちが自分のよさを認め、失敗を恐れずに挑戦し、互いを大切にしながら成長できることを目指していきます。


	4年生より
	美術館賞教室・プラネタリウム移動教室
	　4年生は、美術館鑑賞教室とプラネタリウム移動教室の2回にわたって校外学習に行きました。
	　美術館鑑賞教室では、本物の美術作品を間近でじっくりと鑑賞しました。作品の色づかいや質感、立体感や作者の表現したい思いに触れ、子どもたちは自分なりの感じ方や捉え方を深めることができました。気に入った作品について、ボランティアの方々に熱心に質問したり、友達と気付いたことを話し合ったりする姿が見られました。
	　プラネタリウム移動教室では、八幡小の校庭を背景に月の位置がどのように変化するか、今の時期にどのような星座が見えるか、さらに宇宙の映像も見せていただきました。子どもたちから「おぉ〜！」と歓声があがりました。
	　実物を見たり体験したりすることで、新たな驚きや発見があり、授業で学習したことがさらに深まる機会となりました。また、公共施設での過ごし方や、マナーにも気を付けて行動することができました。この経験を学校生活にも生かしていきたいと思います。
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